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佐
佐
木
信
綱
歌
碑
　
凌
寒
荘

【
主
碑
】

　

願
は
く
は
わ
れ
春
風
に
身
を
な
し
て
憂
あ
る
人
の
門
を
と
は
ば
や

【
副
碑
】（
抄
）

　

竹
柏
園
佐
佐
木
信
綱
先
生
は　
　

　

昭
和
十
九
年
よ
り
こ
の
山
荘　
　
　

　

に
住
み
昭
和
三
十
八
年
十
二

　

月
二
日
壽
九
十
二
に
し
て
こ

　

こ
に
世
を
終
へ
ら
れ
た
り

　

そ
の
輝
け
る
生
涯
を
追
慕
し

　

て
こ
の
碑
を
建
つ
歌
は

　

明
治
三
十
二
年
第
一
回
竹
柏	

　

會
の
折
の
作
に
し
て
九
十
歳　
　

　

の
筆
な
り

　

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

竹　

柏　

會

　
　
　
　
　

書　
　

沖　

六
鵬

　
　
　
　
　

設
計　

古
橋
榮
三

　

碑
は
佐
佐
木
信
綱
終
焉
の
地
、
静
岡
県
熱
海
市
西
山
の
凌
寒
荘
の
門
に
向

か
っ
て
右
側
の
垣
根
に
、
白
御
影
石
の
基
板
に
黒
御
影
石
の
信
綱
九
十
歳
時

の
墨
書
を
刻
し
た
主
碑
、
副
碑
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
傍
ら
に
信

綱
歌
碑
の
あ
る
來
宮
神
社
よ
り
十
国
峠
に
至
る
紫
川
沿
い
の
街
道
か
ら
よ
く

見
え
る
。
建
碑
日
は
信
綱
の
一
年
祭
に
当
た
る
。
設
計
者
古
橋
榮
三
は
、
信

綱
の
四
女
富
士
子
の
長
女
洋
子
（
九
十
二
歳
で
健
在
）
の
夫
で
建
築
家
。
碑

の
設
計
図
が
遺
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

歌
は
、
明
治
三
十
二
年
四
月
六
日
、
日
本
橋
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
第
一

回
竹
柏
会
「
心
の
花
」
の
大
会
に
、
題
詠
「
春
風
」
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
歌

で
、
作
歌
時
二
十
八
歳
、
信
綱
の
代
表
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

　

信
綱
が
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
の
邸
宅
か
ら
熱
海
市
西
山
の
凌
寒
荘
に
移

住
し
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
だ
っ
た
。
信
綱
は
病
後
の
養
生
と
空
襲

の
危
険
と
に
鑑
み
、
温
暖
な
熱
海
に
妻
雪
子
と
と
も
に
居
を
移
し
た
の
だ
。

「
凌
寒
荘
」
は
王
安
石
の
詩
「
梅
花
」
の
「
牆
角
数
枝
梅　

凌
寒
独
自
開　

遙
知
不
是
雪　

為
有
暗
香
来
」
よ
り
、妻
雪
子
の
父
藤
島
正
健
の
従
兄
弟
で
、

熱
海
市
伊
豆
山
の
晩
晴
草
堂
に
住
ん
で
い
た
徳
富
蘇
峰
が
名
付
け
た
。

　

現
在
、
凌
寒
荘
は
熱
海
市
の
史
跡
「
佐
佐
木
信
綱
旧
居
」
と
し
て
整
備
さ

れ
、
毎
週
土
、
日
曜
日
に
無
料
公
開
さ
れ
て
い
る
。
信
綱
逝
去
後
す
で
に
五

十
年
以
上
経
っ
て
い
る
が
、
建
物
も
庭
も
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
、
在
り

し
日
の
佐
佐
木
信
綱
の
人
と
仕
事
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
建
物
内
に
は
信

綱
の
写
真
や
著
書
が
飾
ら
れ
、
廊
下
に
立
て
ば
和
田
山
が
見
え
る
。
庭
に
は

竹
柏
会
ゆ
か
り
の
梛
、
凌
寒
荘
の
名
の
由
来
の
老
梅
、
信
綱
が
好
ん
だ
石
楠

花
、
志
賀
直
哉
か
ら
贈
ら
れ
た
衝
羽
根
空
木
、
石
川
一
成
が
植
え
た
麦
門
冬

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
時
期
近
隣
に
谷
崎
潤
一
郎
松
子
夫
妻
、
吉
川
英
治
、「
心
の
花
」
の
歌
人

渡
辺
留
子
が
住
み
、
賑
や
か
な
交
流
が
持
た
れ
た
の
だ
っ
た
。
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佐
佐
木
信
綱
揮
毫
碑
　
柿
本
人
麻
呂（
万
葉
集
）

【
碑
表
】

　
　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂

ひ
む
か
し
の
野
に
か
き
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
み
す
れ
は
月
か
た

ふ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源　

信
綱　

謹
書

【
碑
背
】

第
四
十
二
代
文
武
天
皇
…
…

　
　

昭
和
十
五
年
十
一
月

　
　

京
都
帝
國
大
學
名
譽
教
授
文
學
博
士　

新
村
出
撰
并
書

　

歌
は
万
葉
集
巻
一
の
「
軽
皇
子
の
安
騎
の
野
に
宿
り
ま
し
し
時
、
柿
本
朝

臣
人
麻
呂
の
作
る
歌
」長
歌
一
首
短
歌
四
首
の
中
の
四
八
番
歌
。
原
文
は「
東

野
炎
立
所
見
而
反
見
為
者
月
西
渡
」
で
、
こ
の
歌
を
碑
の
よ
う
に
初
め
て
訓

ん
だ
の
は
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
賀
茂
真
淵
で
あ
っ
た
。
信
綱
の
孫
の
万
葉

学
者
・
歌
人
の
佐
佐
木
幸
綱
は
「
あ
ま
り
に
見
事
な
訓
み
な
の
で
今
は
も
っ

ぱ
ら
こ
れ
が
通
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

　

柿
本
人
麻
呂
は
、
万
葉
集
第
一
期
を
代
表
す
る
宮
廷
歌
人
。
天
武
、
持
統
、

文
武
朝
の
官
人
。「
修
辞
の
豊
饒
、
格
調
の
雄
大
、
気
魄
の
宏
壮
、
集
中
第

一
の
歌
人
」
と
信
綱
は
『
萬
葉
集
事
典
』
に
記
し
て
い
る
。

　

碑
は
自
然
石
で
、
歌
は
佐
佐
木
信
綱
の
揮
毫
、
筆
勢
が
強
く
伸
び
伸
び
し

て
お
り
、
署
名
は
源
信
綱
。
撰
文
と
書
は
新
村
出
で
あ
る
が
、
長
年
の
苔
で

覆
わ
れ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。
高
さ
は
約
二
一
〇
セ
ン
チ
、
幅
九
○

セ
ン
チ
、
厚
さ
二
○
セ
ン
チ
で
、
幅
一
三
五
セ
ン
チ
、
奥
行
き
九
○
セ
ン
チ

の
台
石
の
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

設
置
場
所
は
奈
良
県
宇
陀
市
大
宇
陀
迫
間
の
か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
万
葉
公
園
の

広
々
と
し
た
小
高
い
丘
の
上
、
南
に
向
い
て
建
っ
て
い
る
。
近
鉄
線
の
榛
原

駅
か
ら
バ
ス
で
二
○
分
、
終
点
の
大
宇
陀
で
降
り
、
一
五
分
ほ
ど
歩
く
。
山

裾
か
ら
落
ち
葉
が
積
み
枯
れ
枝
が
散
ら
ば
る
山
道
を
登
っ
て
行
く
と
開
け
た

草
地
が
広
が
り
、
手
前
に
四
阿
が
あ
る
。
碑
の
後
背
地
は
疎
林
で
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
は
古
昔
「
安
騎
野
」
と
い
わ
れ
た
狩
猟
地
で
あ
っ
た
。
毎
年
旧
暦

一
一
月
一
七
日
に
「
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
」
が
催
さ
れ
大
勢
の
人
で
賑
わ
う

と
幸
綱
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
佐
佐
木
信
綱
万
葉
歌
碑
」
は
宇
陀
市
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　

歌
碑
探
訪
の
日
は
台
風
６
号
の
影
響
で
荒
天
の
予
報
が
あ
り
、
鉄
道
沿
線

で
は
激
し
い
風
雨
も
見
ら
れ
た
が
、
か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
万
葉
公
園
は
小
雨
で
、

碑
の
撮
影
時
に
は
さ
い
わ
い
一
瞬
日
が
射
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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佐
佐
木
信
綱
揮
毫
碑
　
大
伴
家
持（
万
葉
集
）

【
碑
表
】

　
　
　

越
中
守
大
伴
宿
彌
家
持
作
歌

雄
神
河
く
れ
な
ゐ
に
ほ
ふ
小
女
等
し
葦
附
と
る
と
瀬
に
立
た
す
ら
し

　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
十
一
月　
　

文
學
博
士　

佐
佐
木
信
綱
書

【
碑
背
】

　
　
　

昭
和
十
五
年
十
一
月
建
之　
　

中
田
葦
附
保
存
会

　

碑
は
富
山
県
高
岡
市
葦
附
あ
し
つ
き
公
園
に
あ
る
。
佐
佐
木
信
綱
著
『
作

歌
八
十
二
年
』（
一
九
五
九
年
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
は
高
岡

市
中
田
町
の
新
開
橋
畔
に
昭
和
十
五
年
十
一
月
に
建
立
さ
れ
た
碑
で
、
碑
背

の
文
字
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
富
山
県

が
新
た
に
「
あ
し
つ
き
公
園
」
を
整
備
し
、
開
園
す
る
に
あ
た
り
移
設
さ
れ

た
の
で
あ
る
。古
い
碑
が
活
か
さ
れ
て
、広
い
あ
し
つ
き
公
園
の
中
央
に
堂
々

と
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

歌
は
万
葉
集
巻
十
七
―
四
〇
二
一
の
歌
で
、
表
記
は
左
の
通
り
。

　
　
　

礪
波
郡
雄
神
河
邊
作
歌
一
首

乎
加
未
河
伯　

久
礼
奈
為
尒
保
布　

乎
等
賣
良
之　

葦
附
（
水
松
之
類
）
等

流
登
湍
尒
多
々
須
良
之　

現
代
語
訳
。
雄
神
川
に
紅
の
色
が
映
っ
て
美
し
い
、
少
女
た
ち
が
葦
附
を
採

る
と
い
っ
て
浅
瀬
に
立
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

雄
神
川
は
富
山
県
の
庄
川
。
飛
騨
国
の
白
川
地
方
に
発
し
北
流
。
雄
神
村

を
通
っ
た
の
で
、雄
神
川
の
名
が
あ
る
。
も
と
射
水
川
に
合
流
し
て
い
た
が
、

今
は
別
れ
て
海
に
入
る
。

　

万
葉
集
の
原
表
記
か
ら
わ
か
る
が
、
葦
附
に
は
「
水
松
之
類
」
と
い
う
註

が
歌
中
に
も
と
も
と
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
葦
附
は
淡
水
に
生
え
、
葦
や
石
に

付
着
し
て
い
る
海
苔
の
よ
う
な
水
生
植
物
で
食
用
に
す
る
。
あ
し
つ
き
の
り

と
も
い
う
。
現
在
も
庄
川
付
近
で
採
れ
る
。
あ
し
つ
き
公
園
の
近
く
に
は「
天

然
記
念
物
葦
附
繁
殖
地
」
の
石
碑
も
建
っ
て
い
る
。

　

作
者
は
大
伴
家
持
（
七
一
七
？
～
七
八
五
）。
旅
人
の
子
。
中
央
・
地
方

諸
官
を
歴
任
し
た
官
人
。万
葉
集
後
期
を
代
表
す
る
歌
人
で
、万
葉
集
中
も
っ

と
も
作
品
が
多
く
、
長
歌
、
短
歌
、
旋
頭
歌
合
計
四
七
二
首
あ
る
。
万
葉
集

の
編
纂
に
大
き
く
関
与
し
た
ら
し
い
。
七
四
六
年
七
月
か
ら
の
越
中
守
時
代

の
五
年
間
は
、
望
郷
の
念
を
底
に
秘
め
つ
つ
、
異
境
の
風
物
に
接
し
、
国
守

と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
、
下
僚
た
ち
と
の
親
密
な
交
遊
を
通
し
、
精
神
的
に

も
っ
と
も
充
実
し
た
多
作
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

国
庁
跡
近
く
に
建
つ
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
は
、
常
設
展
・
企
画
展
、
万
葉

植
物
庭
園
、
豊
富
な
文
献
資
料
を
有
す
る
万
葉
集
研
究
施
設
で
あ
る
。
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仙
覚
律
師
遺
蹟
碑

　

碑
は
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
中
城
跡
の
鬱
蒼
と
し
た
杉
林
の
中
に
あ
り
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
○
セ
ン
チ
の
見
上
げ
る
ば
か
り
の
立
派
な
碑
で
あ
る
。

【
碑
表
】

　
　
　

日
本
弘
道
會
會
長
従
二
位
勲
二
等
伯
爵
徳
川
達
孝
篆
額

　
　
　

東
京
帝
國
大
學
文
學
部
講
師	

文
學
博
士
佐
佐
木
信
綱
撰
文

仙
覚
律
師
は
、
中
世
に
於
け
る
萬
葉
學
再
興
の
祖
な
り
。
建
仁
三
年
東
國
に
生
る
。
年
十
三
、
始
め

て
萬
葉
集
の
研
究
に
志
し
、
寛
元
四
年
、
將
軍
藤
原
賴
經
の
命
を
受
け
て
、
幾
多
の
𦾔
本
を
參
照
し
、

初
度
の
校
定
本
を
作
り
、
古
來
い
ま
だ
讀
み
得
ざ
り
し
百
五
十
二
首
の
歌
に
、
新
に
訓
點
を
加
へ
た

り
き
。
建
長
五
年
、
其
の
新
點
の
歌
を
後
嵯
峨
上
皇
に
奉
り
し
に
、
叡
感
斜
な
ら
ず
、
御
製
一
首
を

賜
は
り
ぬ
。
弘
長
元
年
よ
り
更
に
校
勘
に
努
め
、
文
永
二
年
再
度
の
校
定
本
を
作
れ
り
。
ま
た
別
に

萬
葉
集
註
釋
の
筆
を
起
し
、
博
引
旁
證
至
ら
ざ
る
な
く
、
同
六
年
四
月
、
そ
の
大
著
を
完
成
せ
り
。

時
に
齡
六
十
七
な
り
き
。
こ
の
地
は
武
藏
國
比
企
郡
北
方
麻
師
宇
鄕
に
當
り
、
實
に
そ
の
著
の
稿
を

脱
せ
し
處
な
り
と
い
ふ
。

今
茲
昭
和
三
年
は
文
永
六
年
よ
り
計
へ
て
、
六
百
六
十
年
な
れ
ば
、
鄕
人
相
謀
り
て
、
記
念
の
碑
を

建
つ
。
嗚
呼
、
律
師
の
業
績
は
、
か
の
集
と
共
に
萬
葉
に
朽
ち
ず
、
そ
の
光
永
く
學
界
を
照
さ
む
。

　
　
　
　

昭
和
三
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
國
學
院
大
學
講
師
岡
山
高
蔭
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
根
多
志
三
刻

【
碑
背
】

新
墾
の
道
を
ひ
ら
き
し
功
と
は
に
麻
師
宇
の
郷
の
名
は
と
こ
し
へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
學　
　

源　

信
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
覺
律
師
遺
蹟
保
存
会

仙覚律師遺蹟
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